
講演会：「 お 城 を 修 理 す る 仕 事 」－修理技術をつなぐ―  
開催のご案内 

 

日本の重要文化財の中で、城郭建築（お城）は数が限られており、その修理に携

わった経験がある修理技術者も限られています。 

お城を後世に残していくためには、その修理技術も併せて残していかなければ

なりません。 

弘前市では、公益財団法人文化財建造物保存技術協会の設計監理のもと、弘前

城天守の修理工事が行われています。 

そこで、国宝姫路城大天守の保存修理にも従事し、長年（公財）文化財建造物保

存技術協会に勤められている加藤技術参与から、姫路城の修理で得られた知見を

伺い、また現在弘前城の修理事業全般を担当している同協会の廣見主任から、弘

前城天守・城門の修理状況を説明してもらい、修理により判明した弘前城の特徴

について講演していただきます。 

修理技術者である加藤技術参与から若手技術者に対して、お城の修理を勧める

上で重要な点を伝えてもらい、修理技術の継承を図る講演を開催いたします。 

開催日程は、下記の通りとなります。 
 

 

記 

 

開催日時：令和８年１１月８日（日）１３時３０分から 

開催場所：弘前文化センター 大ホール 

受 講 料：無料（※どなたでも参加可能です。） 

お申込み方法等：事前申し込み不要（※直接会場へご来場ください。） 

講演内容（次第）： 

1.文化財建造物の修理技術者について 

2.国宝姫路城大天守の修理について 

（姫路城の歴史・昭和の修理・平成の修理） 

3.弘前城内の建造物修理について 

（弘前城天守の基礎補強・曳戻し、二の丸東門の修理から判明した 

弘前城屋根銅板瓦の特徴） 

4.お城の修理技術の継承 

5.質問タイム 

 

主催：一般社団法人弘前文化財保存技術協会 
問い合わせ先 ℡：090-1490-2750（三上隆博） 


